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上，2003; Baruah, 2011），特に 1971 年のバングラデ
シュ独立以降，アッサム州に大量に流入してきたベン
ガル移民に対する排斥運動が高まりをみせた。その運
































































































































扇状地の 3 つの地形ユニットに大別される（Bhagabati 










属し，4 月と 5 月のプレモンスーン期，6 月から 9 月
までのモンスーン期，10 月から 3 月までの乾季に分
けられる（Bhagabati et al., 2001）。年間降水量はメガ
ラヤ丘陵の雨陰にあたる渓谷西部で 2,000 mm と少な





































デーシュ州の丘陵地に相当する標高約 300 m 以上の
地域である。山麓区は山地区と平野区に挟まれた急傾












較的新しい（Bhagabati et al., 2001）。現在もアッサム
州の都市人口は全人口の 14％（2011 年）に過ぎず，
インド平均の 31％（2011 年）よりはるかに少ない。
























































資料：5 万分の 1 地形図より作成。




より，県内の全 1170 村のうち 981 村（約 84％）につ
いて住民構成を知ることができた。民族毎の村落数を
集計した結果，最も多いのは複数のカースト，民族が
入り混じった混住型で 348 村，次にミシンが 235 村，
アホムが 145 村，茶園外トライブが 64 村，ベンガリ





































村の特徴として， 1 ）面積が大きい， 2 ）世帯数が
多い， 3 ）世帯当たりの構成人数が少ない， 4 ）都
市 6）に近い， 5 ）電化率が高い， 6 ）収入と支出が




い， 2 ）世帯数が少ない， 3 ）世帯当たりの構成人



























0% 20% 40% 60% 80% 100%
䝣䜻䝷䜯䝅䝧䝮䛣䛴௙䜦䝟䝤Ίపᮟ䝝䝷䜰䝮Ⲍᅧአ䝌䝭䜨䝚
䝑䝕䝮 ᒜ㮼༇ ᖲ㔕༇ ệ⃻ཋ༇ ἑᕖ༇第４図　ロキンプル県内の民族別村落分布資料：2001 年度センサス村落要覧，現地調査より作成。
第５図　各民族の村落立地場所










































れる雨季入りの 5 月下旬から 8 月上旬，収穫作業が
行われる雨季明けの 10 月下旬から 12 月上旬が農繁























の増水により 1 m 以上湛水する耕地では移植作業が
不可能になるため，移植稲の栽培は行われず，もっぱ
ら直播稲が栽培されている。直播稲のなかで，アフ稲
は乾季の 1 月から耕起作業が始められ，3 月に乾田に
播種された後，雨季が本格化する 6 月末までに収穫さ
















































































































































































































































子は 2012 年度日本地理学会秋季学術大会（2012 年 10 月，於・
神戸大学），IGU 2013 Kyoto Regional Conference（2013 年８月，
於・国立京都国際会館）にて発表した。
【注】
1 ） たとえばアッサム統一解放戦線（United Liberation Front of 
Assam，ULFA）， ボ ド ラ ン ド 民 族 民 主 戦 線（National 




3 ） ロキンプル県には 2 郡（sub-division）の下に，全 7 つの
revenue circle が置かれている。原則として各 revenue circle
の村落に赴き，revenue circle 内の村落の民族情報について
聞き取り調査した。





























という村落は県内で 18 村確認されたが，図 4，図 5，表 2
では「その他」村落に含めた。ミシンと同様スティヤの村落
も河川区に立地している比率が相対的に高い。
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　　 Northeast India surrounded by Bangladesh, Bhutan, China and Myanmar is the place of multi-ethnic society. In 
the plain area of the Brahmaputra valley in Assam, mixing of different ethnic groups founded the basis of present 
society and culture, but also often caused the conﬂict and social disorder. This study aims to discuss how these people 
have traditionally coexisted in the Brahmaputra valley from the viewpoint of ecological environment. The study area 
is Lakhimpur district in eastern Assam where many ethnic groups like Ahom, Mishing, Kachari, Khamti, and Bengali 
live in. Both primary and secondary data were collected to investigate the village location, village structure and 
livelihood pattern by ethnic groups. From the GIS analysis, it was found that people in the study area lived in different 
ecological zone by ethnic groups. Each group has the unique livelihood pattern based on local ecosystem. For instance, 
the Ahom living in plain zone and the Mishing and Chutiya living in river island zone grow different crops in the 
different season of a year. They can interact with each other by exchanging their livestock and labor services. The 
ﬂuctuation of micro environment of the Brahmaputra ﬂoodplain may enable the coexistence of the different ethnic 
groups.
